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死
五
人
、
生
存
三
人
だ
け
で
し
た
。
他
の
部
隊
で
は
、
戦

友
会
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の
隊
で
は
消
息
不
明
者
ば
か
り

で
会
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
六
十
年
前
の
記
憶
で
、
た
ま

た
ま
電
話
す
る
と
「
私
の
と
こ
ろ
は
戦
死
し
て
お
り
ま

す
」
と
の
返
事
で
す
。

空
腹
だ
っ
た

ビ
ル
マ
戦
線
従
軍
記

福
岡
県

久

富

幸

夫

私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
二
月
一
日
、
福
岡
県

山
門
郡
瀬
高
町
大
字
高
柳
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

私
が
軍
隊
に
入
っ
た
の
は
、
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）

年
四
月
十
日
、
久
留
米
の
野
砲
兵
連
隊
へ
初
年
兵
と
し
て

入
営
を
致
し
ま
し
た
。

入
営
を
し
ま
し
た
当
時
の
私
の
家
庭
の
状
況
は
、

父

健
在

農
業

母

〃

〃

長
男
本
人

〃

〃

次
男

〃

〃

叔
母
父
妹

〃

〃

（
寡
婦
）
夫
は
戦
死

妹

〃

小
学
生

で
し
た
。
我
が
家
は
元
禄
時
代
よ
り
続
い
た
代
々
の
富
農

の
家
系
で
篤
農
家
と
評
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
農
地

六
町
歩
を
、
そ
の
内
自
作
は
三
町
歩
余
で
し
た
。
以
上
の

実
態
で
私
が
軍
隊
に
入
る
こ
と
は
、
労
働
力
に
大
穴
が
あ

い
て
く
る
の
で
、
家
に
と
っ
て
は
苦
し
い
こ
と
で
し
た
。

時
局
柄
祖
国
は
大
戦
に
突
入
し
て
、
国
運
の
興
廃
に
総
動

員
の
御
奉
公
の
真
只
中
で
す
。
男
子
の
本
懐
と
誓
っ
て
勇

躍
家
郷
を
後
に
し
ま
し
た
。

同
じ
日
に
入
営
し
た
町
内
の
壮
丁
は
四
人
。
歓
呼
の

声
、
打
ち
振
る
旗
の
波
、
町
の
各
界
代
表
者
の
激
励
、
こ

の
状
況
は
既
に
六
十
年
を
経
た
現
在
で
も
、
克
明
に
記
憶

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
余
談
な
が
ら
四
人
の
半
分
の
二
人

は
、
残
念
に
も
名
誉
の
戦
死
。
私
と
も
う
一
人
が
無
事
に

復
員
生
還
で
き
て
、
武
運
長
久
を
家
族
と
共
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
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い
よ
い
よ
軍
人
で
す
。
隊
内
で
の
労
苦
の
最
た
る
も
の

は
、
裸
馬
の
乗
馬
訓
練
で
し
た
。
鞍
を
お
か
な
い
裸
馬
に

乗
り
、
脚
を
し
め
て
、
腰
を
浮
か
し
、
馬
の
背
骨
と
人
の

尾
底
骨
の
摩
擦
を
防
い
で
苦
痛
を
防
ぐ
こ
と
は
、
口
で
は

た
や
す
く
言
え
て
も
、
実
際
は
も
う
苦
痛
の
極
み
で
し

た
。
人
の
内
股
、
尻
は
赤
く
内
出
血
、
皮
が
む
け
て
ジ
ュ

ク
ジ
ュ
ク
と
体
液
が
出
る
。
入
浴
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
熱
い
湯
が
か
か
る
と
、
ア
ッ
と
叫
ん
で
死
ぬ
程
辛

い
目
に
合
う
。

こ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
苦
痛
を
征
服
せ
ぬ
と
一
人
前
で

は
な
い
。
そ
し
て
馬
そ
の
も
の
の
世
話
、
手
入
れ
、
そ
の

他
の
役
務
も
大
変
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
の
実
家
で
は
農

家
の
常
と
し
て
牛
や
馬
を
飼
育
し
て
い
た
の
で
、
そ
ち
ら

の
お
務
め
は
難
儀
で
は
な
か
っ
た
。

次
は
内
務
班
の
こ
と
で
す
。
巷
間
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な

苛
酷
な
制
裁
、
い
じ
め
は
な
か
っ
た
が
、
内
地
に
い
る
約

三
カ
月
の
間
、
数
回
の
対
抗
ビ
ン
タ
と
称
す
る
初
年
兵
が

横
一
列
に
並
ん
で
向
か
い
合
い
、
前
の
者
の
ビ
ン
タ
を
取

り
合
う
悪
い
習
慣
を
経
験
し
た
。
隣
町
出
身
の
二
年
先
輩

の
人
で
、
中
隊
長
の
当
番
を
し
て
い
る
、
私
を
大
事
に
可

愛
が
っ
て
く
れ
た
人
が
、「
ち
ょ
っ
と
こ
い
。
あ
れ
を
手

伝
え
、
こ
れ
を
せ
よ
」
と
適
当
に
隊
内
か
ら
外
へ
出
し
て

く
れ
て
、
制
裁
、
体
罰
、
し
ご
き
等
か
ら
外
し
て
く
れ
て

大
変
助
か
り
ま
し
た
。
何
し
ろ
、
中
隊
長
の
当
番
が
庇
っ

て
く
れ
る
の
で
、
誰
も
文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
。

こ
う
し
て
毎
日
多
忙
で
、
兵
営
生
活
に
馴
れ
た
三
カ
月

後
に
第
一
期
の
教
育
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
南
の
戦
地
へ

出
征
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
七
月
、
博
多
港
よ
り
乗
船
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
。
対
空
対
潜
監
視
を
厳
に
し
て
船
団
を
組
み
、
海
軍

の
護
衛
を
た
の
も
し
く
、
か
つ
謝
意
を
こ
め
て
見
な
が

ら
、
途
中
恙
な
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
入
港
上
陸
し
た
。

同
市
の
南
兵
営
に
入
り
、
四
十
日
間
駐
屯
し
た
。
こ
の

間
教
育
訓
練
に
励
ん
だ
が
、
何
し
ろ
赤
道
直
下
の
暑
さ
、

こ
の
暑
さ
に
馴
れ
る
こ
と
が
先
決
。
そ
れ
と
マ
ラ
リ
ア
そ

の
他
の
病
気
に
負
け
ぬ
よ
う
に
と
、
新
し
い
環
境
に
慣
熟

す
る
べ
く
内
地
で
は
考
え
ら
れ
ぬ
事
が
多
か
っ
た
。
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や
が
て
十
月
頃
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ラ
ン
グ
ー
ン
、
マ

ン
ダ
レ
ー
、
ラ
レ
オ
と
ビ
ル
マ
国
を
奥
深
く
北
上
、
中
国

と
の
国
境
に
近
い
ラ
シ
オ
を
経
て
、
ク
ッ
ト
カ
イ
へ
着

く
。
や
っ
と
龍
兵
団
野
砲
兵
第
五
十
六
連
隊
第
一
大
隊
第

三
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
こ
で
山
岳
地
帯
の
た
め
か
野

砲
よ
り
山
砲
に
替
わ
っ
た
（
地
形
上
か
）。
警
備
駐
屯
中
、

山
砲
の
教
育
を
受
け
る
。
砲
を
分
解
し
て
馬
に
の
せ
る
。

人
力
搬
送
等
で
あ
る
。
ま
た
、
軍
馬
を
購
入
し
た
。
馬
の

係
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
馬
の
世
話
は
実
家
で
も
、
久
留
米
の

隊
で
も
馴
れ
て
い
た
の
で
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。

中
隊
は
古
兵
ば
か
り
で
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
、
浦
賀

に
復
員
上
陸
、
解
散
ま
で
ず
う
ー
っ
と
初
年
兵
で
苦
労
し

ま
し
た
。
途
中
で
二
回
補
充
兵
が
来
ま
し
た
が
、
年
寄
り

の
兵
隊
ば
か
り
で
、
全
員
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
。
い
た
ま

し
い
こ
と
で
す
。

駐
屯
地
で
は
食
料
不
足
が
最
大
の
悩
み
、
何
し
ろ
戦
地

で
は
現
地
調
達
が
建
前
で
し
た
。
兵
の
三
分
の
一
の
人
員

は
毎
日
食
料
さ
が
し
で
し
た
。
人
間
の
食
料
難
と
同
じ
く

馬
も
食
料
難
で
、
御
者
班
で
は
馬
の
世
話
、
自
身
と
馬
糧

の
準
備
で
大
変
な
苦
労
で
し
た
。
た
だ
し
砲
身
の
人
力
で

の
搬
送
は
少
な
か
っ
た
。
地
形
は
岩
山
の
中
の
岩
道
な
の

で
、
馬
の
蹄
鉄
に
草わら
鞋じ
を
作
っ
て
は
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
は
ま
た
苦
労
で
し
た
。
軍
隊
広
し
と
い
え
ど
も

馬
の
ワ
ラ
ジ
の
材
料
、
製
作
、
装
着
等
に
苦
労
さ
せ
ら
れ

た
隊
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
に
か
く
ビ
ル

マ
戦
線
で
の
最
大
の
苦
し
さ
は
食
料
難
に
よ
る
空
腹
で
あ

り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
四
月
上
旬
、
駐
屯
地
の
ク
ッ
ト
カ
イ
を
出

発
し
、
徒
歩
行
軍
で
集
結
地
の
騰
越
に
向
か
う
。
支
那
の

雲
南
省
の
山
間
を
走
る
援
蔣
ル
ー
ト
破
壊
の
た
め
、
ビ
ル

マ
領
よ
り
支
那
領
に
侵
入
し
て
、

町
｜
遮
放
｜
芒
市

｜
竜
陵
｜
騰
越
と
進
み
、
騰
越
｜
江
萱
街
｜
怒
江
右
岸
と

標
高
三
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
黍
貢
山
系
、

岩
石
の
山
道
、
積
雪
あ
り
、
山
砲
を
分
解
し
て
馬
の
背
と

人
力
に
よ
り
山
越
え
、
馬
に
も
滑
り
止
め
の
草
鞋
を
履
か

せ
る
。
大
塘
子
に
到
着
、
集
結
。
直
ち
に
怒
江
、
ダ
イ
シ

ヤ
ク
渡
河
点
の
攻
撃
。
怒
江
左
岸
、
敵
の
観
測
所
、
指
揮
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所
、
主
要
陣
地
砲
撃
、
弾
薬
集
積
所
、
物
資
集
積
所
爆
発

炎
上
さ
せ
る
。
戦
果
抜
群
。

こ
の
戦
闘
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
昔
の
源
平
の
合
戦
で

の
ひ
よ
ど
り
越
え
の
逆
落
と
し
を
思
い
起
こ
す
。
地
形
上

絶
対
敵
の
来
ぬ
難
所
へ
、
意
表
を
つ
い
て
大
奇
襲
を
か
け

全
滅
さ
せ
た
、
歴
史
に
残
る
戦
い
で
あ
る
。

こ
こ
の
ビ
ル
マ
国
境
よ
り
東
の
支
那
領
内
で
三
〇
〇
〇

〜
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
嶺
を
砲
を
担
い
で
よ
じ
登

り
、
敵
の
意
表
を
つ
く
大
戦
果
で
あ
る
。
ま
さ
に
鬼
神
の

ご
と
き
離
れ
わ
ざ
で
あ
っ
た
。

大
塘
子
｜
高
黍
貢
山
系
登
破
｜
江
萱
街
着
。
紅
木
樹
に

て
久
留
米
の
第
一
四
八
歩
兵
宮
原
大
隊
に
配
属
さ
れ
、
紅

木
樹
東
方
の
怒
江
の

通
橋
渡
河
点
攻
撃
、
撃
破
後
大
塘

子
へ
。

五
月
十
日
、
大
塘
子
に
て
第
一
次
敵
の
総
反
攻
開
始
。

五
月
十
一
日
〜
六
月
六
日
、
歩
兵
と
共
に
、
陣
地
も
地

形
地
物
を
利
用
し
、
移
動
防
戦
を
続
け
る
。
零
距
離
射
撃

も
し
ば
し
ば
、
彼
我
入
り
乱
れ
て
の
白
兵
戦
、
右
手
に
軍

刀
、
左
手
に
手
榴
弾
、
歩
兵
部
隊
と
共
に
逐
次
後
方
へ
移

動
し
た
。

大
塘
子
｜
高
黍
貢
山
系
｜
馬
面
関
｜
橋
頭
街
｜
瓦
旬

｜
江
萱
街
へ
と
。
こ
の
間
工
兵
隊
の
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先

の
障
害
物
の
爆
破
も
あ
り
、
歩
兵
も
山
砲
も
大
感
謝
で
あ

る
。六

月
二
十
日
、
江
萱
街
｜
騰
越
｜
龍
陵
。
竜
陵
守
備
隊

救
出
作
戦
参
加
。

七
月
三
日
よ
り
七
月
十
四
日
、
芒
市
東
北
方
地
区
掃
討

作
戦
及
び
平
憂
救
援
作
戦
及
び
芒
市
警
備
。

竜
陵
｜
芒
市
｜
平
憂

平
憂
｜
芒
市

警
備

無
理
と
難
路
の
た
め
疲
労
困
憊
、
軍
馬
の
大
半
が
倒

れ
、
使
用
不
能
と
な
り
、
愛
馬
と
涙
の
別
れ
を
な
し
、
山

砲
は
分
解
し
て
芒
市
ま
で
ほ
と
ん
ど
人
力
で
運
搬
し
、
無

事
帰
還
し
た
。

こ
の
時
期
頃
よ
り
、
戦
局
は
形
勢
逆
転
、
拉
孟
玉
砕
、

騰
越
玉
砕
、
全
軍
逐
次
撤
退
す
る
。
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九
月
以
来
、
友
軍
の
援
護
、
救
出
、
対
敵
作
戦
と
東
奔

西
走
す
る
。
食
無
く
、
弾
は
一
日
三
発
の
最
後
ま
で
奮
戦

す
る
。
敵
は
山
の
形
が
変
わ
る
程
弾
丸
を
射
ち
、
物
量
の

豊
富
さ
を
誇
示
す
る
よ
う
に
攻
勢
を
続
け
た
。
そ
の
た
め

我
が
軍
は
一
発
射
つ
と
直
ち
に
陣
地
交
換
を
し
な
い
と
、

数
百
発
の
敵
弾
が
来
る
の
だ
。
も
は
や
勝
負
は
つ
い
て
い

る
と
判
っ
て
い
て
も
、
口
に
出
す
こ
と
は
で
き
ぬ
。
そ
の

上
雨
季
で
あ
る
。
雨
具
は
な
く
、
濡
れ
る
に
任
せ
る
外
は

な
い
。
木
陰
岩
陰
で
し
の
ぐ
。

八
月
末
よ
り
九
月
ま
で
断
作
戦
第
一
期
。
芒
市
｜
竜
陵

｜
騰
越
道
奪
取
｜
芒
市
。

竜
陵
周
辺
の
攻
防
戦
で
は
逆
に
感
状
を
受
け
る
。（
蔣

介
石
よ
り
「
実
に
よ
く
善
戦
健
闘
し
て
、
そ
の
功
績
は
敵

味
方
を
通
じ
て
最
高
。
よ
っ
て
敵
味
方
の
別
を
越
え
て
そ

の
戦
闘
に
対
し
て
感
状
を
授
け
る
」
と
い
う
も
の
）

九
月
十
五
日
よ
り
十
一
月
二
十
日
ま
で
、
芒
市
東
北
作

戦
、
平
憂
救
出
竜
陵
の
攻
防
、
撤
退
、
芒
市
撤
退
。

九
月
二
十
一
日
、
平
憂
守
備
隊
救
出
成
功
。

十
一
月
六
日
、
竜
陵
撤
退
。

二
十
日
、
芒
市
撤
退
。
遮
放
峠
の
攻
防
、
迎
撃
戦
、
砲

弾
欠
乏
。

十
二
月
二
十
日
、

町
へ
撤
退
、
国
境
の
町
、
援
蔣

ル
ー
ト
。

十
二
月
二
十
一
日
、
ナ
ン
カ
ン
へ
瑞
麗
江
左
岸
に
展

開
、
物
量
に
物
言
わ
せ
密
林
も
敵
の
砲
撃
で
ハ
ゲ
山

と
化
す
激
戦
。
ナ
ン
パ
ッ
カ
西
方
戦
闘
。
魚
大
量
捕

獲
、
空
腹
を
満
た
す
。

昭
和
二
十
年
二
月
八
日
、

町
撤
退
。
三
月
上
旬
ラ
シ

オ
撤
退
、
ラ
シ
オ
で
は
豪
邸
に
泊
ま
る
。
総
統
の
別

邸
と
後
で
知
る
。
素
晴
ら
し
い
一
泊
。

三
月
下
旬
よ
り
六
月
上
旬

シ
ポ
ウ
撤
退
。
ウ
エ
ッ
ト
ピ
ー
七
曲
に
お
い
て
メ
ー

ク
テ
ー
ラ
ー
方
向
か
ら
の
敵
機
甲
部
隊
の
進
攻
を
防

御
。

八
月
十
五
日

ロ
イ
コ
ウ
西
方
に
て
終
戦
。
武
装
解
除
。

九
月
下
旬

チ
ェ
ン
マ
イ
（
タ
イ
国
）
到
着
。（
一
カ
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月
駐
屯
）

以
後
タ
イ
国
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
向
か
い
行
進
開
始
。
怒

江
下
流
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
で
軍
馬
七
頭
ほ
か
持
ち
物
を
兵
補

ロ
レ
ン
ツ
に
渡
し
涙
の
別
れ
を
す
る
。

サ
ル
ウ
ィ
ン
川
を
渡
河
、
山
中
を
切
り
開
き
、
時
計
、

万
年
筆
、
双
眼
鏡
等
を
食
料
に
替
え
、
虎
、
豹
（
ヒ
ョ

ウ
）
等
の
出
現
に
僅
か
数
丁
の
銃
を
頼
り
に
警
戒
に
当
た

り
、
よ
う
や
く
チ
ェ
ン
マ
イ
郊
外
の
露
営
割
当
地
到
着

（
九
月
下
旬
）。

十
一
月
、
ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
集
結
命
令
を
受
け
る
。
食

な
く
、
道
な
き
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
切
り
開
き
、
昼
は
炎
暑
、

夜
行
軍
を
主
に
十
二
月
ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
、
こ

こ
で
昭
和
二
十
一
年
五
月
中
旬
ま
で
駐
留
す
る
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
十
四
日
、
ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
出

発
、
バ
ン
コ
ク
に
て
乗
船
。
二
十
四
日
出
発
。

二
十
一
年
六
月
十
七
日
、
浦
賀
に
上
陸
帰
還
す
る
。

終
戦
後
マ
ラ
リ
ア
に
や
ら
れ
、
薬
は
な
し
、
今
考
え
る

と
「
よ
く
も
ま
あ
、
生
き
て
い
た
も
の
よ
」
と
不
思
議
に

思
え
る
。
帰
還
後
マ
ラ
リ
ア
に
は
数
年
間
は
悩
み
ま
し

た
。ま

た
終
戦
後
約
一
カ
月
位
の
間
、
食
べ
物
が
な
く
て
、

毎
日
水
を
呑
ん
で
は
木
の
根
を
か
じ
っ
て
飢
え
を
し
の
い

だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
に
か
飢
え
や
病
気
に
勝
っ
て
生
き
永
ら
え
て
帰
国

で
き
た
幸
せ
を
、
毎
日
お
礼
の
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

帰
宅
し
た
時
、
母
は
直
ぐ
に
は
家
の
中
へ
入
れ
て
く
れ

ず
、
家
の
外
で
着
て
い
る
も
の
全
部
を
脱
い
で
、
シ
ラ
ミ

対
策
を
し
た
上
で
、
入
浴
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
脱
い
だ
衣

料
は
す
べ
て
大
き
な
釜
で
煮
沸
消
毒
を
し
て
、
シ
ラ
ミ
を

殺
し
ま
し
た
。
帰
宅
し
て
食
事
も
す
べ
て
の
生
活
も
正
常

で
良
好
な
条
件
に
戻
り
、
体
力
も
回
復
し
健
康
体
に
な
り

ま
し
た
。
有
難
い
こ
と
で
す
。

復
員
後
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
に
結
婚
し
、
一
男
三
女

を
も
う
け
、
孫
は
現
在
十
二
人
で
す
。
老
妻
も
子
も
孫
も

皆
元
気
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
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農
事
組
合
長

四
期
八
年

区
長
（
隣
組
長
）

一
期

結
婚
の
仲
人

十
五
組
。

家
業
は
長
男
が
ま
も
っ
て
く
れ
、
茄
子
の
ハ
ウ
ス
栽
培

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

以
上
を
総
括
し
ま
す
と
、
遠
く
ビ
ル
マ
の
奥
地
ま
で
戦

務
に
追
わ
れ
て
、
空
腹
の
思
い
出
以
外
あ
ま
り
強
い
印
象

が
な
い
程
、
強
い
空
腹
の
従
軍
生
活
で
し
た
。
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